











I nominate two changes as a key for the Japanese automotive industry to win the global
competition. The first point is development race of electric vehicles (EV). EVs are less likely to acquire
great share of the market, however it may cause a big change. The second point is impact of the





































の比較であるため、図表２の生産台数絶対値を指数化（07 年の年間平均を 100 としたもの）し
たグラフで見ると、一時よりは回復しつつも依然として大きく水面下にあることが分かる。
（図表１）左図：国内自動車生産台数前年同月比の月次推移


































頂いている「景気動向に関するアンケート調査」（09 年 11 月アンケート実施）の結果（図表３）
をご覧頂きたい。製造業全体の需要ＤＩ値
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10 年前、いや 5 年前に、中国が 1300 万台以上を販売する世界最大の自動車販売市場になる
と想像した人はどれくらいいたであろうか。新興国市場と言っても、今後、現在新興国と言わ
れている地域の方がマジョリティを握り、また、その地域で開発・販売される自動車の方がグ
ローバルスタンダードになるかもしれない。先進国においても、ＥＶ車の議論と同様、必要最
低限の機能・性能をもっていて、価格が劇的に安くなるのであれば、安価な小型車で十分とい
うユーザーがもっと増えてくる可能性は大いにあるのではないだろうか。
むすびにかえて
前回原稿でも、①自動車産業ピラミッドの縮小懸念、②自動車電動化の一層の進展、③中国
自動車メーカー台頭の可能性、の３点を挙げた上で、「産業構造の変化（及びその可能性）を踏
まえて、どのような戦略をとるべきか」という議論を展開した。内なる強化（国内外工場の最
適配置、各部門の人材強化、将来に向けた研究開発体制の見直し、それらを支えるための財務
基盤強化、仕入・外注先の選別やその強化支援策など）と外に打って出る戦略（従来と異なる
分野への技術展開、日系以外への販売など）について、コメントしている。
激動の時代に、次代を見据えて自動車部品メーカーが一段と競争力を高めていくためには、
業況の回復とともに、エンジニアやグローバル対応できるスタッフの増強、設備投資や研究開
発投資など将来の成長のために必要となる投資についても、内容を吟味しながら水準を戻して、
更に強化していく必要も出てくるであろう。もっとも、全ての経営リソースには限界がある。
それぞれの企業において、社内各部門や各工場における最適化と、社外との協業による最適化
を進めることで、各人の知見やノウハウを最大限に引き出すことが出来れば、リソースを拡大
できよう。それに際しては、業界全体、企業全体での熱い思いと、成し遂げようという熱意が
必要である。
この大きな変化の中で、各社の努力が実を結んで成果を実現化させつつ、ＥＶ車展開を睨ん
だ我が国の産業競争基盤が強化されることを願って、本稿を終えたいと思う。
以 上
